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(57)【要約】
【課題】　特に充分な強度を提供できる、同一のサイズ
で製造される複数のハンガーを備えるツールラックを提
供する。
【解決手段】　ボード本体と、該ボード本体から延出す
るレールとを備えるラックとプラスチック射出成形によ
って形成されると共に、摺動可能に前記ラックに設置さ
れ、延出面部と、該延出面部から延出する、中心部に凹
設される挿入孔と、該挿入孔と連通する係合凹部を含む
結合部（とを備えるフック部材と、金属からなり、該挿
入孔に挿入すると共に、該係合凹部に嵌入される係合翼
部を有する挿入端と、該挿入端と反対する端に形成され
、手工具を掛けるために上向きに湾曲するフック体を有
するフック端を含むフック軸とを備えると共に、摺動可
能に前記レールに設置される複数のハンガーと、を有す
ることを特徴する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ボード本体と、該ボード本体から延出するレールとを備えるラックと、
　プラスチック射出成形によって形成されると共に、摺動可能に前記ラックに設置され、
延出面部と、該延出面部から延出する、中心部に凹設される挿入孔と、該挿入孔と連通す
る係合凹部を含む結合部とを備えるフック部材と、金属からなり、該挿入孔に挿入すると
共に、該係合凹部に嵌入される係合翼部を有する挿入端と、該挿入端と反対する端に形成
され、手工具を掛けるために上向きに湾曲するフック体を有するフック端を含むフック軸
とを備えると共に、摺動可能に前記レールに設置される複数のハンガーと、を有すること
を特徴するツールラック。
【請求項２】
　前記フック部材の延出面部が、前記ラックと反対する側に設けられることを特徴とする
請求項１に記載のツールラック。
【請求項３】
　前記ボード本体は細長板であり、
　前記レールは、該ボード本体から延出すると共に、夫々に側縁部に形成される係合頭部
を有する２つの軌条と、該２つの軌条の間に形成されるスペースとを備え、
　前記フック部材は、前記延出面部と反対する側に形成される外面部と、夫々前記軌条の
係合頭部に摺動可能に設けられる２つのフック腕部とを備え、
　前記延出面部は、ラックに向かうようにフック部材に形成され、
　前記結合部は、前記延出面部から延出すると共に、前記スペースに収容され、
　前記フック軸の挿入端は、前記外面部及び延出面部を通過して挿入孔に挿入されること
を特徴とする請求項１に記載のツールラック。
【請求項４】
　前記ボード本体は、上部両端に夫々穿設される貫通孔を備える長方体であり、
　前記レールは、ボード本体の正面下部から延出することを特徴とする請求項１乃至３の
何れか１項に記載のツールラック。
【請求項５】
　ボード本体と、該ボード本体から延出するレールとを備えるラックと
　プラスチック射出成形によって形成されると共に、摺動可能に前記ラックに設置され、
延出面部と、該延出面部から延出する中心部に凹設される挿入孔と、該挿入孔と連通する
と共に、外径が前記挿入孔の直径より長い係合凹部を含む結合部とを備えるフック部材と
、金属からなり、該挿入孔に挿入すると共に、該係合凹部に嵌入される係合頭部を有する
挿入端と、該挿入端と反対する端に形成され、手工具を掛けるために、上向きに湾曲する
フック体を有するフック端を含むフック軸とを備えると共に、摺動可能に前記レールに設
置される複数のハンガーと、を有することを特徴するツールラック。
【請求項６】
　前記ハンガーにおけるフック部材は、摺動可能に前記レールに設置され、
　前記フック部材の延出面部は、前記ラックと反対する側に形成されることを特徴とする
請求項５に記載のツールラック。
【請求項７】
　前記ボード本体は、細長板であり、
　前記レールは、該ボード本体から延出すると共に、夫々に側縁部に形成される係合頭部
を有する２つの軌条と、該２つの軌条の間に形成されるスペースとを備え、
　前記フック部材は、前記延出面部と反対する側に形成される外面部と、夫々前記軌条の
係合頭部に摺動可能に設けられる２つのフック腕部とを備え、
　前記延出面部は、ラックに向かうようにフック部材に形成され、
　前記結合部は、前記延出面部から延出すると共に、前記スペースに収容され、
　前記フック軸の挿入端は、前記外面部及び延出面部を通過して挿入孔に挿入されること
を特徴とする請求項５に記載のツールラック。
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【請求項８】
　前記ボード本体は、細長板であり、
　前記レールは、該ボード本体から延出すると共に、互いに向かい合う方向に湾曲する２
つの軌条と、該２つの軌条の間に形成されるスペースとを備え、
　前記ハンガーは、摺動可能に前記２つの軌条の間における、前記スペース内に設置され
、
　前記延出面部は、ラックと反対する側に形成され、
　前記結合部は、前記延出面部から延出し、
　前記フック軸の挿入端は、前記挿入孔に挿入されることを特徴とする請求項５に記載の
ツールラック。
【請求項９】
　前記２つの軌条の相対する側に夫々湾曲内面が形成され、
　前記フック部材は、前記軌条の湾曲内面と対応する外周面に形成される外湾面部を有す
ると共に、上縁部と下縁部に夫々凸設される横円柱を含む２つの掛け腕部を備えることを
特徴とする請求項８に記載のツールラック。
【請求項１０】
　前記ボード本体は、上部両端に夫々穿設される貫通孔を備える長方体であり、
　前記レールは、前記ボード本体の正面下部から延出することを特徴とする請求項５乃至
９の何れか１項に記載のツールラック。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特にに同一のサイズで製造される複数のハンガーを備える、充分な強度を有
するツールラックに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のツールラックは、手工具（例えば：メガネレンチやモンキースパナなど）を引っ
掛けて収納や陳列することができるものであり、縦方向を有する細長状のレールと、該レ
ールに縦方向に沿って摺動可能に設けられると共に、手工具を掛けるフックを含む複数の
ハンガーとを備えるものである。また、従来のツールラックは、異なるサイズの手工具に
対応できるようにするために、長さの異なる多様なフックが備えられたものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１３６９７６
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のツールラックにおけるプラスチック射出成形技術によって形成さ
れるハンガーは、多様なフックを備える必要があると共に、そのフックも手工具の重量を
支えるための強度を有する大径なものでなくてはならない。従って、異なるサイズの手工
具に対応する従来のツールラックを製造するためには、非常に大量の材料を消費しなくて
はならないので、生産コストも増大してしまう。
【０００５】
　そこで、出願されたのが本発明であって、充分な強度を提供でき、且つ同一のサイズで
製造可能な複数のハンガーを備えるツールラックを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本願の請求項１の発明は、ボード本体と、該ボード本体から延出するレールとを備える
ラックと
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　プラスチック射出成形によって形成されると共に、摺動可能に前記ラックに設置され、
延出面部と、該延出面部から延出する、中心部に凹設される挿入孔と、該挿入孔と連通す
る係合凹部を含む結合部とを備えるフック部材と、金属からなり、該挿入孔に挿入すると
共に、該係合凹部に嵌入される係合翼部を有する挿入端と、該挿入端と反対する端に形成
され、手工具を掛けるために上向きに湾曲するフック体を有するフック端を含むフック軸
とを備えると共に、摺動可能に前記レールに設置される複数のハンガーと、を有すること
を特徴するツールラック。
【０００７】
　本願の請求項２の発明は、前記フック部材の延出面部が、前記ラックと反対する側に設
けられることを特徴とする請求項１に記載のツールラック。
【０００８】
　本願の請求項３の発明は、前記ボード本体は細長板であり、
　前記レールは、該ボード本体から延出すると共に、夫々に側縁部に形成される係合頭部
を有する２つの軌条と、該２つの軌条の間に形成されるスペースとを備え、
　前記フック部材は、前記延出面部と反対する側に形成される外面部と、夫々前記軌条の
係合頭部に摺動可能に設けられる２つのフック腕部とを備え、
　前記延出面部は、ラックに向かうようにフック部材に形成され、
　前記結合部は、前記延出面部から延出すると共に、前記スペースに収容され、
　前記フック軸の挿入端は、前記外面部及び延出面部を通過して挿入孔に挿入されること
を特徴とする請求項１に記載のツールラック。
【０００９】
　本願の請求項４の発明は、前記ボード本体は、上部両端に夫々穿設される貫通孔を備え
る長方体であり、
　前記レールは、ボード本体の正面下部から延出することを特徴とする請求項１乃至３の
何れか１項に記載のツールラック。
【００１０】
　本願の請求項５の発明は、ボード本体と、該ボード本体から延出するレールとを備える
ラックと
　プラスチック射出成形によって形成されると共に、摺動可能に前記ラックに設置され、
延出面部と、該延出面部から延出する中心部に凹設される挿入孔と、該挿入孔と連通する
と共に、外径が前記挿入孔の直径より長い係合凹部を含む結合部とを備えるフック部材と
、金属からなり、該挿入孔に挿入すると共に、該係合凹部に嵌入される係合頭部を有する
挿入端と、該挿入端と反対する端に形成され、手工具を掛けるために、上向きに湾曲する
フック体を有するフック端を含むフック軸とを備えると共に、摺動可能に前記レールに設
置される複数のハンガーと、を有することを特徴するツールラック。
【００１１】
　本願の請求項６の発明は、前記ハンガーにおけるフック部材は、摺動可能に前記レール
に設置され、
　前記フック部材の延出面部は、前記ラックと反対する側に形成されることを特徴とする
請求項５に記載のツールラック。
【００１２】
　本願の請求項７の発明は、前記ボード本体は、細長板であり、
　前記レールは、該ボード本体から延出すると共に、夫々に側縁部に形成される係合頭部
を有する２つの軌条と、該２つの軌条の間に形成されるスペースとを備え、
　前記フック部材は、前記延出面部と反対する側に形成される外面部と、夫々前記軌条の
係合頭部に摺動可能に設けられる２つのフック腕部とを備え、
　前記延出面部は、ラックに向かうようにフック部材に形成され、
　前記結合部は、前記延出面部から延出すると共に、前記スペースに収容され、
　前記フック軸の挿入端は、前記外面部及び延出面部を通過して挿入孔に挿入されること
を特徴とする請求項５に記載のツールラック。
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【００１３】
　本願の請求項８の発明は、前記ボード本体は、細長板であり、
　前記レールは、該ボード本体から延出すると共に、互いに向かい合う方向に湾曲する２
つの軌条と、該２つの軌条の間に形成されるスペースとを備え、
　前記ハンガーは、摺動可能に前記２つの軌条の間における、前記スペース内に設置され
、
　前記延出面部は、ラックと反対する側に形成され、
　前記結合部は、前記延出面部から延出し、
　前記フック軸の挿入端は、前記挿入孔に挿入されることを特徴とする請求項５に記載の
ツールラック。
【００１４】
　本願の請求項９の発明は、前記２つの軌条の相対する側に夫々湾曲内面が形成され、
　前記フック部材は、前記軌条の湾曲内面と対応する外周面に形成される外湾面部を有す
ると共に、上縁部と下縁部に夫々凸設される横円柱を含む２つの掛け腕部を備えることを
特徴とする請求項８に記載のツールラック。
【００１５】
　本願の請求項１０の発明は、前記ボード本体は、上部両端に夫々穿設される貫通孔を備
える長方体であり、
　前記レールは、前記ボード本体の正面下部から延出することを特徴とする請求項５乃至
９の何れか１項に記載のツールラック。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明のツールラックは、同一のサイズで製造される複数のハンガーを備える、充分な
強度を有するツールラックを提供するものである。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明に係るツールラックの第１実施例の斜視図である。
【図２】本発明に係るツールラックの第１実施例におけるハンガーの斜視図である。
【図３】本発明に係るツールラックの第１実施例におけるハンガーの部分断面図である。
【図４】本発明に係るツールラックの第１実施例において、ツールラックがツールボード
に設置される使用状態を示す斜視図である。
【図５】図４の部分断面図である。
【図６】本発明に係るツールラックの第１実施例において、レンチを掛けた使用状態を示
す斜視図である。
【図７】本発明に係るツールラックの第１実施例において、モンキースパナを掛けた使用
状態を示す斜視図である。
【図８】本発明に係るツールラックの第２実施例の斜視図である。
【図９】本発明に係るツールラックの第２実施例におけるハンガーの斜視図である。
【図１０】本発明に係るツールラックの第２実施例におけるハンガーの部分断面図である
。
【図１１】本発明に係るツールラックの第２実施例において、ツールラックがツールボー
ドに設置される使用状態を示す斜視図である。
【図１２】図１１の部分断面図である。
【図１３】本発明に係るツールラックの第２実施例において、レンチを掛けた使用状態を
示す斜視図である。
【図１４】本発明に係るツールラックの第２実施例において、モンキースパナを掛けた使
用状態を示す斜視図である。
【図１５】本発明に係るツールラックの第３実施例の斜視図である。
【図１６】本発明に係るツールラックの第３実施例におけるハンガーの斜視図である。
【図１７】本発明に係るツールラックの第３実施例におけるハンガーの部分断面図である
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。
【図１８】本発明に係るツールラックの第３実施例において、ツールラックがツールボー
ドに設置される使用状態を示す斜視図である。
【図１９】図１８の部分断面図である。
【図２０】本発明に係るツールラックの第３実施例において、レンチを掛けた使用状態を
示す斜視図である。
【図２１】本発明に係るツールラックの第３実施例において、モンキースパナを掛けた使
用状態を示す斜視図である。
【図２２】本発明に係るツールラックの第４実施例の斜視図である。
【図２３】本発明に係るツールラックの第４実施例におけるハンガーの斜視図である。
【図２４】本発明に係るツールラックの第４実施例におけるハンガーの部分断面図である
。
【図２５】本発明に係るツールラックの第４実施例において、ツールラックがツールボー
ドに設置される使用状態を示す斜視図である。
【図２６】図２５の部分断面図である。
【図２７】本発明に係るツールラックの第４実施例において、レンチを掛けた使用状態を
示す斜視図である。
【図２８】本発明に係るツールラックの第４実施例において、モンキースパナを掛けた使
用状態を示す斜視図である。
【図２９】本発明に係るツールラックの第５実施例の斜視図である。
【図３０】本発明に係るツールラックの第５実施例におけるハンガーの斜視図である。
【図３１】本発明に係るツールラックの第５実施例におけるハンガーの部分断面図である
。
【図３２】本発明に係るツールラックの第５実施例において、ツールラックがツールボー
ドに設置される使用状態を示す斜視図である。
【図３３】図３２の部分断面図である。
【図３４】本発明に係るツールラックの第５実施例において、レンチを掛けた使用状態を
示す斜視図である。
【図３５】本発明に係るツールラックの第５実施例において、モンキースパナを掛けた使
用状態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、添付図面を参照して本発明の好適な実施の形態を詳細に説明する。
【００１９】
　図１は本発明に係るツールラックの第１実施例の斜視図であり、図２は本発明に係るツ
ールラックの第１実施例におけるハンガーの斜視図であり、図３は本発明に係るツールラ
ックの第１実施例におけるハンガーの部分断面図であり、図４は本発明に係るツールラッ
クの第１実施例において、ツールラックがツールボードに設置される使用状態を示す斜視
図であり、図５は図４の部分断面図であり、図６は本発明に係るツールラックの第１実施
例において、レンチを掛けた使用状態を示す斜視図であり、図７は本発明に係るツールラ
ックの第１実施例において、モンキースパナを掛けた使用状態を示す斜視図であり、図８
は本発明に係るツールラックの第２実施例の斜視図であり、図９は本発明に係るツールラ
ックの第２実施例におけるハンガーの斜視図であり、図１０は本発明に係るツールラック
の第２実施例におけるハンガーの部分断面図であり、図１１は本発明に係るツールラック
の第２実施例において、ツールラックがツールボードに設置される使用状態を示す斜視図
であり、図１２は図１１の部分断面図であり、図１３は本発明に係るツールラックの第２
実施例において、レンチを掛けた使用状態を示す斜視図であり、図１４は本発明に係るツ
ールラックの第２実施例において、モンキースパナを掛けた使用状態を示す斜視図であり
、図１５は本発明に係るツールラックの第３実施例の斜視図であり、図１６は本発明に係
るツールラックの第３実施例におけるハンガーの斜視図であり、図１７は本発明に係るツ
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ールラックの第３実施例におけるハンガーの部分断面図であり、図１８は本発明に係るツ
ールラックの第３実施例において、ツールラックがツールボードに設置される使用状態を
示す斜視図であり、図１９は図１８の部分断面図であり、図２０は本発明に係るツールラ
ックの第３実施例において、レンチを掛けた使用状態を示す斜視図であり、図２１は本発
明に係るツールラックの第３実施例において、モンキースパナを掛けた使用状態を示す斜
視図であり、図２２は本発明に係るツールラックの第４実施例の斜視図であり、図２３は
本発明に係るツールラックの第４実施例におけるハンガーの斜視図であり、図２４は本発
明に係るツールラックの第４実施例におけるハンガーの部分断面図であり、図２５は本発
明に係るツールラックの第４実施例において、ツールラックがツールボードに設置される
使用状態を示す斜視図であり、図２６は図２５の部分断面図であり、図２７は本発明に係
るツールラックの第４実施例において、レンチを掛けた使用状態を示す斜視図であり、図
２８は本発明に係るツールラックの第４実施例において、モンキースパナを掛けた使用状
態を示す斜視図であり、図２９は本発明に係るツールラックの第５実施例の斜視図であり
、図３０は本発明に係るツールラックの第５実施例におけるハンガーの斜視図であり、図
３１は本発明に係るツールラックの第５実施例におけるハンガーの部分断面図であり、図
３２は本発明に係るツールラックの第５実施例において、ツールラックがツールボードに
設置される使用状態を示す斜視図であり、図３３は図３２の部分断面図であり、図３４は
本発明に係るツールラックの第５実施例において、レンチを掛けた使用状態を示す斜視図
であり、図３５は本発明に係るツールラックの第５実施例において、モンキースパナを掛
けた使用状態を示す斜視図である。
【００２０】
　図１乃至図３に示すように、本発明に係るツールラックの第１実施例は、ラック（１０
）と、複数のハンガー（２０ａ）とを有するものである。
【００２１】
　その内、前記ラック（１０）は、細長板であり、ツールボート（４０）に設置するため
に、ボルトを通過られると共に、上部両端に夫々穿設される貫通孔（１１１）を備える長
方体のボード本体（１１）と、該ボード本体（１１）の正面下部から延出すると共に、互
いに平行するように、夫々側縁部に形成される係合頭部を含む２つの軌条（１２１，１２
２）と、該２つの軌条（１２１,１２２）の間に形成されるスペース（１２３）とを含む
レール（１２）と、を備えるものである。
【００２２】
　前記ハンガー（２０ａ）は、摺動可能に前記レール（１２）に設置され、フック部材（
２１ａ）と、フック軸（２２ａ）とを備え、該フック部材（２１ａ）は、プラスチック射
出成形によって形成され、摺動可能に前記ラック（１０）に設置するために、夫々前記軌
条（１２１，１２２）の係合頭部に摺動可能に設けられる２つのフック腕部（２１１ａ,
２１２ａ）と、該ラック（１０）と反対する側に形成される延出面部（符号なし）と、該
延出面部から延出する管体である、中心部に凹設される挿入孔（符号なし）と、該挿入孔
の周辺に放射状に凹設されると共に、該挿入孔と連通する長方体の２つの係合凹部（符号
なし）を含む結合部（２１３ａ）とを備えるものである。
【００２３】
　前記フック軸（２２ａ）は、金属からなり、前記挿入孔に挿入すると共に、前記係合凹
部に嵌入される２つの係合翼部（２２１ａ）を有する挿入端と、該挿入端と反対する端に
形成され、手工具を掛けるために、上向きに湾曲するフック体（２２２ａ）を有するフッ
ク端を備えるものであり、尚、該２つの係合翼部（２２１ａ）は、長方体を呈し、夫々が
該挿入端の両側にプレス成型されることが好ましい。さらに、前記２つの係合翼部（２２
１ａ）は、前記挿入孔の係合凹部に嵌入されることによって、前記フック軸（２２ａ）が
前記掛け部材（２１ａ）におけて、移動することや回転することなどの不安定状態を防止
する。
【００２４】
　図４及び５に示すように、ラック（１０）は、２つの連結部品（３０）によってツール
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ボード（４０）に設置され、該２つの連結部品（３０）は夫々、前記ボード本体（１１）
の両端後側面の上部に設けられ、該ラック（１０）と反対する側に形成されると共に、夫
々ツールボード（４０）に掛着される連結フック（３１）を備えるものである。
　本発明に係るツールラックは、前記連結部品（３０）によって前記ツールボード（４０
）に設置される時、複数のハンガー（２０ａ）が夫々前記レール（１２）に沿って摺動可
能であると共に、様々な手工具（例えば：メガネレンチやモンキースパナなど）を引っ掛
けて収納や陳列することができる。
【００２５】
　前記ハンガー（２０ａ）は、フック軸（２２ａ）が金属からなると共に、フック部材（
２１ａ）がプラスチック射出成形によって形成されるので、本体の重量が減少できるだけ
ではなく、手工具を掛ける際の耐久性も向上させることができる。また、前記ハンガー（
２０ａ）の結合部（２１３ａ）は、管状に形成されると共に、該フック軸（２２ａ）のフ
ック端に向かって延出するように、該フック軸（２２ａ）の挿入端を挿設できる構成であ
るので、手工具を掛ける際の耐久性をより高めることができる。
【００２６】
　図６及び７に示すように、本発明に係るツールラックの第１実施例を使用する時は、レ
ンチ（５０）或いはモンキーレンチ（６０）におけるレンチヘッド（５１）或いはフック
孔（６１）を、ハンガー（２０ａ）のフック軸（２２ａ）に掛けるだけでよい。
　また、ハンガー（２０ａ）のフック軸（２２ａ）は、金属からなることから、フック部
材（２１ａ）との連結構造が優れているので、長さを延長しても、或いは直径が小さくな
っても、サイズが大きく重い手工具を掛けるに足りる強度を提供することができる。
【００２７】
　図８乃至図１０に示すように、本発明に係るツールラックの第２実施例は、ラック（１
０）のボード本体（１１）と、貫通孔（１１１）と、レール（１２）と、２つの軌条（１
２１，１２２）と、スペース（１２３）と、ハンガー（２０ｂ）におけるフック部材（２
１ｂ）の２つのフック腕部（２１１ｂ,２１２ｂ）と、フック軸（２２ｂ）と、係合翼部
（２２１ｂ）と、フック体（２２２ｂ）とが第１実施例と同一である。
【００２８】
　さらに、本発明に係るツールラックの第２実施例は、ハンガー（２０ｂ）のフック部材
（２１ｂ）の延出面部と結合部（２１３ｂ）とが第１実施例と異なると共に、該フック部
材（２１ｂ）に延出面部と反対する側に形成される外面部を有する。
　前記延出面部は、ラック（１０）に向かうようにフック部材（２１ｂ）に形成されるも
のであり、また、前記結合部（２１３ｂ）は、該延出面部から延出すると共に、前記スペ
ース（１２３）に収容されるように、前記外面部からの中心に向かって凹設される挿入孔
（符号なし）と、該挿入孔の周辺に放射状に凹設されると共に、該挿入孔と連通する長方
体の２つの係合凹部（符号なし）とを備えるものである。
【００２９】
　前記フック軸（２２ｂ）は、２つの係合翼部（２２１ｂ）を備える挿入端と、フック体
（２２２ｂ）を備えるフック端とを有し、該フック軸（２２ｂ）の挿入端は、前記外面部
及び延出面部を介して挿入孔に挿入され、また、該２つの係合翼部（２２１ｂ）は夫々、
係合凹部に嵌入される。
【００３０】
　図１１乃至図１４に示すように、本発明に係るツールラックの第２実施例を使用する方
法は、第１実施例と同一であるが、第２実施例においてはさらに、フック軸（２２ｂ）を
、外面部及び延出面部を介して結合部（２１３ｂ）の挿入孔に挿入させることにより、手
工具を掛ける時の耐久性を高めることができる。
【００３１】
　図１５乃至図１７に示すように、本発明に係るツールラックの第３実施例は、ラック（
１０）のボード本体（１１）と、貫通孔（１１１）と、レール（１２）と、２つの軌条（
１２１，１２２）と、スペース（１２３）と、ハンガー（２０）におけるフック部材（２



(9) JP 2011-115916 A 2011.6.16

10

20

30

40

50

１）の２つのフック腕部（２１１,２１２）と、延出面部と、フック軸（２２）のフック
体（２２２）とが第１実施例と同一である。
【００３２】
　しかしながら、本発明に係るツールラックの第３実施例におけるハンガー（２０）のフ
ック部材（２１）の結合部（２１３）と、フック軸（２２）の挿入端は、第１実施例と異
なる構成を有する。
　尚、前記フック部材（２１）の結合部（２１３）は、中心に凹設される挿入孔（符号な
し）と、該挿入孔と連通する立方体或いは長方体の係合凹部（符号なし）とを備え、該係
合凹部の外径は、前記挿入孔の直径より長いことが好ましく、また、前記フック軸（２２
）の挿入端は、前記挿入孔の係合凹部に嵌入されると共に、立方体或いは直方体の係合頭
部（２２１）を備えるものであり、該係合頭部（２２１）の外径は、フック軸（２２）の
直径より長いことが好ましい。
【００３３】
　図１８乃至図２１に示すように、本発明に係るツールラックの第３実施例を使用する方
法は、第１実施例と同一である。
【００３４】
　図２２乃至図２４に示すように、本発明に係るツールラックの第４実施例は、ラック（
１０）のボード本体（１１）と、貫通孔（１１１）と、レール（１２）と、２つの軌条（
１２１，１２２）と、スペース（１２３）と、ハンガー（２０Ａ）におけるフック部材（
２１Ａ）の２つのフック腕部（２１１Ａ,２１２Ａ）と、フック軸（２２Ａ）と、係合頭
部（２２１Ａ）と、フック体（２２２Ａ）とが第３実施例と同一である。
【００３５】
　しかしながら、本発明に係るツールラックの第５実施例におけるハンガー（２０Ａ）に
おけるフック部材（２１Ａ）の延出面部と結合部（２１３Ａ）は、第３実施例と異なると
共に、前記フック部材（２１Ａ）に、延出面部と反対する側に形成される外面部を有する
点についても異なる。
【００３６】
　前記フック部材（２１Ａ）の延出面部は、ラック（１０）に向かうようにフック部材（
２１Ａ）に形成され、該フック部材（２１Ａ）の結合部（２１３Ａ）は、該延出面部から
延出すると共に、前記スペース（１２３）に収容されるように、前記外面部からの中心に
向かって凹設される挿入孔（符号なし）と、該挿入孔と連通する立方体或いは長方体の係
合凹部（符号なし）とを備えるものである。
　また、前記フック軸（２２Ａ）の挿入端は、前記外面部及び延出面部を介して挿入孔に
挿入されると共に、立方体或いは直方体の係合頭部（２２１Ａ）は、該挿入孔の係合凹部
に嵌入される。尚、前記係合頭部（２２１Ａ）の外径は、フック軸（２２Ａ）の直径より
長いことが好ましい。
【００３７】
　図２５乃至図２８に示すように、本発明に係るツールラックの第４実施例を使用する方
法は、第３実施例と同一である。
【００３８】
　図２９乃至図３１に示すように、本発明に係るツールラックの第５実施例は、ラック（
１０）のボード本体（１１）と、貫通孔（１１１）と、ハンガー（２０Ｂ）のフック部材
（２１Ｂ）の延出面部と、結合部（２１２Ｂ）と、フック軸（２２Ｂ）の係合頭部（２２
１Ｂ）と、フック端と、フック体（２２２Ｂ）とが第３実施例と同一である。
【００３９】
　本発明に係るツールラックの第５実施例は、ラック（１０）のレール（１２Ｂ）の２つ
の軌条（１２１Ｂ，１２２Ｂ）と、スペース（１２３Ｂ）と、ハンガー（２０Ｂ）におけ
るフック部材（２１Ｂ）の２つのフック腕部（２１１Ｂ）とが第３実施例と異なり、その
うち、レール（１２Ｂ）の２つの軌条（１２１Ｂ，１２２Ｂ）は、前記ボード本体（１１
）の正面下部から延出すると共に、夫々内側に向かって湾曲されるように、夫々向かい側
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２１Ｂ，１２２Ｂ）の間に形成される。
【００４０】
　前記ハンガー（２０Ｂ）のフック部材（２１Ｂ）は、摺動可能に前記レール（１２Ｂ）
の２つの軌条（１２１Ｂ，１２２Ｂ）の間に設置されると共に、前記スペース（１２３Ｂ
）に収容されるように、上縁部と下縁部に夫々横円柱が凸設される２つのフック腕部（２
１１Ｂ）を備え、該フック腕部（２１１Ｂ）の上縁部と下縁部に凸設される横円柱は夫々
、該軌条（１２１Ｂ，１２２Ｂ）の湾曲内面に摺動可能に係合されると共に、外周面に形
成される湾曲外面を備えるものである。
【００４１】
　図３２乃至図３５に示すように、本発明に係るツールラックの第５実施例を使用する方
法は、第３実施例と同一である。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
　本発明に係るツールラックは上記の構成を有するので、充分な強度を提供できる、同一
のサイズで製造される複数のハンガーを備えるツールラックを提供することができる。
【符号の説明】
【００４３】
　１０　　　　ラック
　１１　　　　ボード本体
　１１１　　　　貫通孔
　１２,１２Ｂ　　　　レール
　１２１,１２１Ｂ　　　　軌条
　１２２,１２２Ｂ　　　　軌条
　１２３,１２３Ｂ　　　　スペース
　２０ａ,２０ｂ,２０,２０Ａ,２０Ｂ　　　　ハンガー
　２１ａ,２１ｂ,２１,２１Ａ,２１Ｂ　　　　フック部材
　２１１ａ,２１１ｂ,２１１,２１１Ａ,２１１Ｂ　　　　フック腕部
　２１２ａ,２１２ｂ,２１２,２１２Ａ　　　　フック腕部
　２１３ａ,２１３ｂ,２１３,２１３Ａ,２１２Ｂ　　　　結合部
　２２ａ,２２ｂ,２２,２２Ａ,２２Ｂ　　　　フック軸
　２２１ａ,２２１ｂ　　　　係合翼部
　２２１,２２１Ａ,２２１Ｂ　　　　係合頭部
　２２２ａ,２２２ｂ,２２２,２２２Ａ,２２２Ｂ　　　　フック体
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